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会計情報 システム と
場 の理論 に関す る一考察
荒 井 義 則
1.は じめ に
本稿 で は 「場」 とい う観 点 か ら会計 情報 システ ム を考察す る。 「場 」 とい
う概 念 は物 理学1)-4)や経 営学(主 と して知識 経営)5)-g}などで用 い られ てい
るが,各 分 野での 「場 」 に対す る考 え方 はか な り異 な って い る。 ここでは経
営学 にお ける 「場 」 と物 理学 にお け る 「場」 の考 え方 を援 用 して,会 計 情報
システム を考察す る。
2.知 識 経 営 学 に お け る 場 の 概 念5)-9)
野 中,竹 内は暗黙 知 を共有 す るた め には場 が必要 で あ る と して,「場」 を
次 の よ うに説 明 してい る♂o)
共有が起 こるた めには,個 人 が直接対話 を通 じて相互 に作用 し合 う 「場 」
が必 要で ある。体験 を共有 し,身 体 的 ・精神 的 な リズムを一致 させ るのが,
この 「場 」なので ある。
また 國岡,野 中,片 岡 は場 を4種 類 に分 類 してい る。'1)
①創 発場
個人 と個人 が,経 験 や感 覚,感 情,メ ン タル ・モ デル な どを共有 す る




対話場は,集 団的で対面的な相互作用 と定義でき,個人のメンタル ・
モデルや技能が共有 されて,共 通の言語 として対象化 され コンセプ トに
なる。
③システム場
既存の形式知 を連結化す る際の文脈 となる場で,組 織的で仮想的な相
互作用 と定義 され,時 空間の共有は不可欠 でな く,仮想的な空間で相互




を暗黙知 として 自分の内に取 り込み,両者を自覚的に統合する場である。
さらに,場 には志向性 と創造性 があると指摘 している。12)志向性は次の よ う
に定義 される。
「場」にはコミュニティメンバ各個の精神,あるいは意識の総体が反映 さ
れ る。各個の意識は他の個 の意識 に影響を与え,意識 と意識は相互作用す
る。 これにより 「場」の意識 は個の意識 を越えた非局所的(「場」に普遍
的)な もの となる。
また,「場」の創造性を個の 自発的意思が全体の秩序(志 向性 をもった行動)
を生み出す現象であると定義 し,新 しい知識や情報を生み出すために,「場」
に組み込まれるべ き機動力 として次の4つ をあげている。
① ゆらぎ
ゆらぎ とは,エ ネル ギーや物質や情報の流入 ・流出があ り,安定 して
いないシステムの状態,す なわち,非 平衡状態において見 られ るシステ
ムの秩序 ・構造 の変動のことである。 「場」において重要なことは,ゆ




ゆ らぎが魅力的 なもの とな るためには,「場」 の志 向性 と共鳴 して
「有望なゆ らぎ」 とならなけれ ばな らない。相互作用 している 「場」は
本質的に共振 ・共鳴系であ り,「混沌」を生み出す。
③ 自己組織化
コ ミュニティは,活発な活動によって分解 ・分裂 してい くわけではな
く,そ こに 自己組織化 とい う収束力が働 く。 自己組織化 とは,混沌 とし
た中か ら,ひとりでに秩序や構造が生まれ ることである。 コミュニテ ィ
メンバである各個人の意思に基づ く活動が,「場」に作用 して,「場」の
自己組織化 をもた らし,「場」が新たな構造 をもつよ うに変革 されてい
くのである。
④免疫作用
「場」を維持 してゆくもろもろの力への脅威 に対 して,抗 力 として働
く 「場」 の作用を 「場」の免疫作用 とよぶ。免疫作用は,「場」 の知的
創造の進展 とともに,自 己組織力の一環 として自発的に生 じて くる場合
が多いが,意 図的に規律 として組み込んでいく場合 もある。
以上,知 識経営学における代表的な 「場」の考え方 を見てきたが,「場」
とは単なる時空間や入れ ものではな く,人 と人 とが効率的に相互作用 して,
システム全体をよ り良い方向に持ってゆく基盤 になっているものであること
が分かる。人の意思 と人の意思が相互作用 しては じめて 「場」の意義が認 め
られ るので,客観的 とい うよりはかな り主観的である。すなわち,人 がいな
ければ 「場」 も存在 しないのである。
2.会 計 情 報 シス テム と場(そ の1)




がなければ機 能そのものが発揮 できなくなる。20)したがって,会 計情報 シス
テムを 「場」 ととらえた とき,人 が存在 しては じめて意義 をもつので,そ の
意味では知識経営学の 「場」 と同 じになる。
本稿 の立場では,会 計情報システムに 「人」を含んでいるので,人 と人 と
の相互作用は当然生 じてくる。 したがって,会計情報 システム 自体を 「場」



















部分は同 じであるが,こ の2つ のシステムと業務統合型会計情報システムは
本質的に異なるので,こ こでは自動仕訳受入型会計情報システムから業務統













会計情報システムの開発が急務 となった。 しか しなが ら,帳簿管理や会計報
告 といった定型業務にかかわる機能 とは本質的に異なるため,す ぐに開発す
るとい うわけにはいかなかった。 この段階がゆらぎの発生の段階であ り,平
衡状態から非平衡状態へ と移ってゆく過程である。
ゆらぎの発生 当初か ら,すなわち,意 思決定にかかわる機能 を要求 された
ときから,会計情報システムに属す る人の間には 「意思決定にかかわる機能
を持った会計情報システムの開発」 とい う共通の意識が存在 したが,研究開
発が進むにつれて共通意識 はより強固なもの となっていった。 したがって,
ゆらぎの発生時点か ら共鳴現象は存在 していたが,時間がたつにつれ共鳴作
用 も大きくなっていった。
研究開発が進展 して くると,意思決定にかかわる機能を持った会計情報 シ
ステムとしては,各業務システムか ら独立 した入力システムと取引データベー
スを持ったシステムが最も適 しているとい うことが判明 し,データベース志




結果である。開発にはかな りの困難 をともなったが,中断 されず完成 したの
は,会計情報システムとい う 「場」に備わっている免疫作用が働いたためで
ある。
以上の ように,知識経営学の 「場」の概念を用いることによ り,会計情報
システムの発展を 「場」 とい う観点か ら記述できる。
4.物 理 的 な 場
物理 学 にお いては,時 間 ・空 間の 関数 と して何 らかの量 が与 え られ てい る
とき,そ れ を一般 に 「場 」 とい う。場 に はた ら く源 を与 える と,力 学 に した
がって時間変化 が決 ま る。 この場の 時間変化 を記述す ることが場の理論 の 目
標 で あ る。量子力 学 を基 に した場 の理論 を場 の量子論,量 子力 学を用 い ない
場の理論 を場 の古典論 とい う。22)
レプ トンとクォー クの相互 作用 を記述す るのに用い るゲージ場(ヤ ン ・ミ






の とき,ユ ー ク リッ ド化 され たSU(2)ヤ ン ・ミル ズ方程 式 におい ては,イ
ンス タ ン トン解 とい うソ リ トン解 が求 め られ てお り23>-25),インスタ ン トン解
以外 に もいろい ろな古典解 が求 め られ てい る。26)-29)また,古 典 解以外 に も,
カ オ ス3ω一4のや 分 岐45)-561に関す る研 究 が い ろい ろ とな され て い る。 ゲー ジ場
(ヤン ・ミル ズ場)に おい ては ソ リ トン,カ オス,分 岐 とい った現 象 が生 じ
てい るの であ る。57)
物 理的 な 「場 」は,ゲ ー ジ場 の よ うに,相 互作用 を記述 す る とい う点 では,
知識 経営学 の 「場」 と共通点 を持 ってい るが,観 測者 以外 に人 は必要 ない の
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で,人の意思と人の意思が相互作用する知識経営学の 「場」 とはかな り異なっ
ている。知識経営学の 「場」が主観的であるのに対 して物理的な 「場」は客
観的である。
5.会 計 情報 シ ステ ム と場(そ の2)
ここでは,物理的な 「場」の特性,と くに前述 したゲ,_....ジ場の特性 である
ソリ トン,分 岐,カ オスの存在 とい う点を援用 して,会 計情報 システムの発
展を考える。 ソリ トン解はかな り安定的であ り,カオスや分岐 とは対照的で
ある。
会計情報システムは最初 に自己完結型会計情報システムが開発 され,あ る
期間は問題な く運用 されていた。 この時期は安定的であ り,ソ リトン解 にあ
たる時期 と考 えられ る。や がて欠点が現れて,自 動仕訳受入型会計情報シス
テムが出現す るが,欠 点が現れ出 した時期か らカオスの領域に徐々に突入 し
ていき,新たなシステムが出現す るまでは混沌 とした状態が続 く。やがてい
くつかの方向が模索 され,最 後には 自動仕訳受入型会計情報システムが開発
され るが,い ろいろな研究開発のひ とつが実現 し,それのみが残った と解釈
すれば,分岐解のひ とつの 自動仕訳受入型会計情報 システムが唯一残 り実現
されたと考えて よい。すなわち,分岐が生 じたとい うことになる。
意思決定 とい う要求により,安定期に(す なわちソリ トン的に)運 用 され
ていた 自動仕訳受入型会計情報システムも対応できずにカオスの領域 に突入
し,混沌 とした状態 となる。その後いろいろな研究の結果(す なわち分岐現
象が生 じた結果)唯 一の生き残 りとして業務統合型会計情報システムが開発
され,安 定的に(す なわちソリ トン的に)運 用 されてい る。




本稿では会計情報 システムを 「場」 ととらえて,そ の発展過程 を考察 した
が,「場」 を用いた会計情報 システムの研究はまだや るべ きことが少なか ら
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